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福
島
県
立
博
物
館

　
　

は
じ
め
に

　

一　
『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
の
概
要

　

二　
『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
の
特
質

　

三　

出
版
社
青
木
嵩
山
堂
の
業
績

　
　

む
す
び
に
か
え
て

　
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、『
集
古
十
種
』
版
本
の
う
ち
明
治
期
に
再
刊
さ
れ
た
『
集
古
十
種
』

青
木
嵩
山
本
の
資
料
的
な
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
集
古
十
種
』
は
、
松
平
定
信
が
編
纂
し
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
正
月
に
広
瀬

典
が
書
い
た
序
文
を
付
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。『
集
古
十
種
』
版
本
に
つ
い
て
は
、

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
「
松
平
家
蔵
版
」
と
い
わ
れ
る
当
初
か
ら
の
版
木
を
使

用
し
て
、
青
木
嵩
山
堂
か
ら
版
行
さ
れ
た
版
本
が
、
最
終
の
後
刷
り
本
で
あ
る
。

こ
の
明
治
三
十
二
年
と
い
う
年
は
、
寛
政
十
二
年
に
『
集
古
十
種
』
版
本
が
誕
生
し
て

以
来
、
人
間
の
数
え
年
に
た
と
え
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
百
歳
の
年
齢
に
当
た
る
。
こ
の
明
治

三
十
二
年
に
『
集
古
十
種
』
を
再
刊
し
た
の
が
、
出
版
社
青
木
嵩
山
堂
で
あ
る（
１
）。
本
稿
で

は
、
青
木
嵩
山
堂
本
の
概
要
と
特
質
を
整
理
し
、
青
木
嵩
山
堂
の
業
績
に
つ
い
て
概
観
し

た
い
。

一
『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
の
概
要

　
『
集
古
十
種
』
版
木
は
、
桑
名
松
平
家
旧
蔵
で
、
現
在
は
鎮
國
守
國
神
社
（
三
重
県
桑

名
市
）
の
所
蔵
で
あ
る
。
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
六
月
六
日
付
（
文
部
省
告
示
第
八

十
号
）
で
「
集
古
十
種
板
木
」
と
し
て
、
現
存
す
る
版
木
一
四
五
一
枚
が
、
一
括
し
て
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
版
木
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
八
月
一
日
に
青
木
嵩
山
堂
か
ら
後
刷
り

再
刊
さ
れ
た
版
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
本
の
刊
記
に
は
「
松
平
家
蔵
版
」
と
あ

る
。
青
木
嵩
山
堂
本
は
全
八
十
八
冊
が
完
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
江
戸
期
の
『
集
古
十

種
』
版
本
計
八
十
五
冊
に
新
た
に
「
総
目
録
」
計
三
冊
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
総
目
録　

一
」
に
は
、「
旧
臣　

江
間
政
發
拝
書
」
と
し
て
、
江
間
が
序
文
を
書
い
て

い
る
。
江
間
は
、
そ
の
冒
頭
に
広
瀬
典
の
「
集
古
十
種
序
」
を
掲
出
し
、「
見
存
旧
板
無

此
序
」
と
述
べ
て
、「
公
家
有
命
繕
其
旧
板
因
使
政
發
写
此
序
而
刻
之
巻
首
」
と
続
け
て

い
る
。
江
戸
期
の
『
集
古
十
種
』
版
本
で
は
、『
集
古
十
種
稿
』
の
段
階
で
、
広
瀬
典
の

序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
後
刷
り
本
で
は
、
序
文
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

青
木
嵩
山
堂
で
は
、
江
間
政
發
の
序
文
の
中
に
広
瀬
典
の
序
文
の
文
章
を
特
筆
す
る
型
式

を
取
っ
て
い
る
。

　

こ
の
目
録
は
、
当
初
の
各
部
類
の
目
録
の
版
木
を
使
用
し
て
い
る
が
、「
総
目
録　

三
」

の
刊
記
の
直
前
の
丁
に
は
、
新
規
に
開
版
し
た
目
録
が
付
さ
れ
、「
七
祖
賛　

弘
法
大
師

眞
蹟
」、「
小
倉
色
紙　

定
家
卿
眞
蹟
」、「
玉
澗
八
景　

牧
溪
和
尚
筆
」、「
名
物
古
畫　

諸

名
家
筆
」
の
順
序
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
計
三
冊
の
「
総
目
録
」
は
、
明
治
三
十
二
年
に
お
け
る
目
録
版
木
再
編
集
・

一
部
新
版
で
あ
る
が
、
各
部
類
の
順
序
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
重
要
で
あ
る
。『
集

古
十
種
』
の
部
類
ご
と
の
順
序
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
初
の
版
本
の
部
類
の
順
序
は

不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
青
木
嵩
山
堂
本
は
、「
松
平
家
蔵
版
」
と
し
て
伝
来
し
た
版
木

を
用
い
て
、
し
か
も
、
桑
名
藩
主
松
平
家
旧
家
臣
江
間
政
發
が
再
版
を
企
図
し
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
部
類
の
掲
載
順
序
は
、
あ
る
時
点
で
、
少
な
く
て
も
明
治
三
十
二
年
ま

で
の
時
点
で
、
松
平
家
も
し
く
は
旧
家
臣
の
認
識
す
る
『
集
古
十
種
』
版
本
の
部
類
の
順

序
を
伝
え
て
い
る
と
推
察
し
て
よ
い
だ
ろ
う（
２
）。

　
　
二
　『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
の
特
質

  

青
木
嵩
山
堂
本
の
目
録
三
冊
を
参
考
に
し
て
、『
集
古
十
種
』
版
本
の
各
部
類
の
印
刷
題

簽
に
記
載
し
て
あ
る
名
称
等
の
情
報
を
加
味
し
て
順
序
を
示
し
て
お
く
。

『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
に
つ
い
て

＊
佐　

藤　

洋　

一
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佐藤洋一

　
　

『
集
古
十
種　

総
目
録　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

総
目
録　

三
』
ま
で
の
計
三
冊

　
　

『
集
古
十
種　

碑
銘
目
録
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凡
例
は
「
集
古
十
種　

碑
銘
類
」
と
す
る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
目
録
で
は
「
碑
銘
部
」
と
す
る
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

碑
銘　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

碑
銘　

十
二
』
ま
で
の
計
十
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

碑
銘　

十
二
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

鐘
銘
目
録
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凡
例
は
「
集
古
十
種　

鐘
銘
類
」
と
す
る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
目
録
で
は
「
鐘
銘
部
」
と
す
る
〕

　
　

　
　

『
集
古
十
種　

鐘
銘　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

鐘
銘　

八
』
ま
で
の
計
八
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

鐘
銘　

八
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

 

兵
器　

甲
冑　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

兵
器　

甲
冑
十
二
』
ま
で

の
計
十
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
甲
冑　

一
」
の
冒
頭
に
見
え
る
凡
例
は
「
集
古
十
種　

兵
器　
　

類
」
と
す
る
。「
甲
冑　

一
」
に
目
録
を
収
載
す
る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

兵
器　

甲
冑
十
二
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

 

兵
器　

旌
旗　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

兵
器　

旌
旗
五
』
ま
で
の

計
五
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
旌
旗　

一
」
に
目
録
を
収
載
し
、
目
録
で
は
「
旌
旗
之
部
」
と
す

る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種
』　

兵
器　

旌
旗
五
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

 

兵
器　

弓
矢　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

兵
器　

弓
矢　

二
』
ま
で

の
計
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
弓
矢　

一
」
に
目
録
を
収
載
し
、
目
録
で
は
「
弓
矢
之
部
」
と
す

る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

兵
器　

弓
矢
二
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

兵
器　

刀
劔　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

兵
器　

刀
劔　

三
』
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

の
計
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
刀
劔　

一
」
に
目
録
を
収
載
す
る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

兵
器　

刀
劔
三
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

兵
器　

馬
具　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

兵
器　

馬
具　

三
』
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　

の
計
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
馬
具　

一
」
に
目
録
を
収
載
し
、
目
録
で
は
「
馬
具
之
部
」
と
す

る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

兵
器　

馬
具
三
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

銅
器　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

銅
器　

三
』
ま
で
の
計
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
銅
器　

一
」
の
冒
頭
に
見
え
る
凡
例
に
は
「
集
古
十
種　

銅　
　

器
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

銅
器
三
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

樂
器
部　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

樂
器
部　

六
』
ま
で
の
計
六
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
樂
器
部　

一
」
の
冒
頭
に
見
え
る
凡
例
に
は
「
集
古
十
種　

樂　

器
部
」
と
あ
る
。〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

樂
器
六
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

文
房　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

文
房　

二
』
ま
で
の
計
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
文
房　

一
」
の
冒
頭
に
見
え
る
凡
例
に
は
「
集
古
十
種　

文
房　

類
」
と
あ
る
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

文
房
二
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

印
章
序
目
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凡
例
に
は
「
集
古
十
種　

印
章
類
」
と
す
る
〕

　
　

『
集
古
十
種　

印
章　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

印
章　

四
』
ま
で
の
計
四
冊

　
　

『
集
古
十
種　

 
印
章
追
加　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

印
章
追
加　

二
』
ま
で
の
計

二
冊
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『集古十種』青木嵩山堂本について

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種
』　

印
章
追
加
二
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

　
　

『
集
古
十
種　

扁
額
目
録
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凡
例
に
は
「
集
古
十
種　

扁
額
」
と
す
る
。「
縮
写
割
線
図
」〕

　
　

『
集
古
十
種　

扁
額　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

扁
額　

八
』
ま
で
の
計
八
冊

　
　

『
集
古
十
種　

扁
額
別
録　

九
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

扁
額
別
録
九
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

　
　

『
集
古
十
種　

 

古
畵　

肖
像　

一
』
か
ら
『
集
古
十
種　

古
畵　

肖
像　

五
』
ま
で

の
計
五
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

古
画
肖
像
五
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

七
祖
賛　

弘
法
大
師
眞
蹟　

上
』

　
　

『
集
古
十
種　

七
祖
賛　

弘
法
大
師
眞
蹟　

下
』
と
の
計
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種 

七
祖
賛　

弘
法
大
師
眞
蹟　

下
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

法
帖　

定
家
卿
眞
蹟
小
倉
色
紙
』
の
計
一
冊　

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

法
帖　

定
家
卿
眞
蹟
小
倉
色
紙
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

牧
溪
玉
澗
八
景
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔「
集
古
十
種　

牧
溪
玉
澗
八
景
色
」
に
奥
付
あ
り
。〕

　
　

『
集
古
十
種　

名
物　

古
畵
』
の
計
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
〔『
集
古
十
種　

名
物　

古
畵
』
に
奥
付
あ
り
。〕

　

以
上
は
、
青
木
嵩
山
堂
刊
行
『
集
古
十
種
』
版
本
の
「
総
目
録
」
計
三
冊
を
含
め
た
合

計
八
十
八
冊
の
部
類
ご
と
の
順
序
と
部
類
内
の
セ
ッ
ト
関
係
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
集
古
十
種
』
版
本
の
刊
行
過
程
を
考
え
る
上
で
は
、
明
治
三
十
二
年

の
後
刷
り
本
を
基
準
に
し
て
、
表
紙
・
題
簽
・
料
紙
の
形
態
や
材
質
、
版
木
の
経
年
変
化

に
よ
る
印
刷
紙
面
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
遡
及
す
る
形
で
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
も
、
江
戸
期
の
版
本
は
、
な
か
な
か
揃
え
で
遺
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
が
、

青
木
嵩
山
堂
本
は
、
後
刷
り
最
後
の
明
治
期
の
印
刷
で
あ
る
の
で
、
各
方
面
に
セ
ッ
ト
で

所
蔵
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
閲
覧
に
便
利
で
あ
る
。
松
平
定
信
編
纂
の
『
集
古
十

種
』
版
本
の
理
想
像
・
編
纂
意
図
を
同
書
の
中
に
探
索
す
る
た
め
に
は
、
半
ば
通
行
本
化

し
た
国
書
刊
行
会
本
（
後
の
復
刻
版
を
含
む
）
で
形
成
さ
れ
た
『
集
古
十
種
』
の
イ
メ
ー

ジ
を
、
一
旦
、
手
近
な
青
木
嵩
山
堂
本
で
払
拭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
３
）。

　

な
お
、
補
足
す
る
と
、
現
存
す
る
板
木
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
別
に
資
料
が
あ
る
。
国
立

公
文
書
館
所
蔵
史
料
の
中
に
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
七
月
三
十
日
付
「
集
古
十
種
蔵
板

献
上
願
」（〔
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
〕
0
1
1
2
0
0
︲
0
1
5
1
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

松
平
家
当
主
松
平
定
教
が
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
宛
に
、
松
平
家
が
所
蔵
し
て
い
る

『
集
古
十
種
』
版
本
版
木
を
献
上
し
た
い
旨
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

集
古
十
種
蔵
板
献
上
願

　
　

私
高
祖
父
従
四
位
定
信
編
集
仕
置
候

　
　

集
古
十
種
蔵
板
別
紙
之
通
献
納
仕
度
若

　
　

御
採
用
被
成
下
候
ハ
ノ
定
信
素
志
永
世
朽
ニ

　
　

存
シ
可
申
於
私
モ
本
懐
至
極
ニ
奉
存
候
此
談

　
　

奉
願
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
大
区
一
ノ
小
区

　
　
　
　
　

明
治
六
年
七
月
三
十
日　

従
五
位
松
平
定
教　

印

　
　
　

東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
殿

　
　

集
古
十
種
目
録

　
　

一　

碑
銘　
　

三
百
七
十
七
丁　
　

拾
三
冊

　
　

一　

鐘
銘　
　

二
百
二
十
八
丁　
　

九
冊

　
　

一　

甲
冑　
　

四
百
五
十
四
丁　
　

拾
二
冊

　
　

一　

旌
旗　
　

百
五
十
六
丁　
　
　

五
冊

　
　

一　

弓
矢　
　

六
十
丁　
　
　
　
　

二
冊

　
　

一　

刀
劔　
　

百
三
丁　
　
　
　
　

三
冊

　
　

一　

馬
具　
　

百
十
九
丁　
　
　
　

三
冊

　
　

一　

銅
器　
　

百
二
十
丁　
　
　
　

三
冊

　
　

一　

樂
器　
　

二
百
五
十
七
丁　
　

六
冊

　
　

一　

扁
額　
　

三
百
八
十
七
丁　
　

拾
冊

　
　

一　

文
房　
　

六
十
七
丁　
　
　
　

二
冊
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一　

印
章　
　
　

百
五
十
丁　
　
　

七
冊

　
　

一　

七
祖
賛　
　

五
十
八
丁　
　
　

二
冊

　
　

一　

肖
像　
　
　

百
七
十
三
丁　
　

五
冊

　
　

一　

小
倉
色
紙　

十
九
丁　
　
　
　

一
冊

　
　

一　

名
畵
帖　
　

十
七
丁　
　
　
　

一
冊

　
　

一　

八
景　
　
　

十
八
丁　
　
　
　

一
冊

　
　

合
八
拾
五
冊

　
　
　
　

此
板
数
千
四
百
三
十
九
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
外
題
板
十
枚

　
　

右
之
通
有
之
也

　

こ
の
献
上
目
録
に
見
え
る
部
類
の
順
序
は
先
に
見
た
青
木
嵩
山
堂
本
の
総
目
録
に
示
さ

れ
た
部
類
の
順
序
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
碑
銘
」、「
鐘
銘
」、「
兵
器
」

の
下
位
の
分
類
項
目
「
甲
冑
」・「
旌
旗
」・「
弓
矢
」・「
刀
劔
」・「
馬
具
」、「
銅
器
」、「
樂

器
」
ま
で
が
同
じ
順
序
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
「
扁
額
」
の
順
位
が
異
な
る
が
、

そ
の
次
の
「
文
房
」
と
「
印
章
」
と
が
同
じ
順
序
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
　
出
版
社
青
木
嵩
山
堂
の
業
績

　

青
木
育
志
・
青
木
俊
造
著
『
明
治
期
の
総
合
出
版
社　

青
木
嵩
山
堂
』（
一
般
財
団
法

人　

ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
総
合
研
究
所
）
と
い
う
青
木
嵩
山
堂
の
業
績
を
的
確
に
ま
と

め
た
著
書
が
あ
る（
４
）。
同
書
は
「
第
二
部　

美
術
出
版
社
と
し
て
の
青
木
嵩
山
堂
」
を
青
木

俊
造
が
執
筆
し
て
い
る
が
、『
集
古
十
種
』
の
再
刊
に
多
く
の
知
見
を
寄
せ
て
い
る
。

青
木
嵩
山
堂
は
明
治
一
三
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
存
続
し
た
出
版
社
で
あ
る
。
経
営

者
は
青
木
恒
三
郎
で
あ
り
、
大
阪
心
斎
橋
に
本
店
が
あ
り
、
東
京
に
も
店
舗
が
あ
っ

た
。（
中
略
）
嵩
山
堂
は
明
治
三
一
、
三
二
年
は
文
芸
書
も
美
術
書
も
ほ
と
ん
ど
発

行
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
は
、『
集
古
十
種
』
の
再
刊
と
い
う
壮

大
な
木
版
美
術
出
版
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
向
け
て
、
全
力
を
挙
げ
て
企
画
準

備
、
印
刷
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
青
木
嵩
山
堂
の
『
集
古
十
種
』
の
再
刊
は
、
出
版
社
の
命
運
を
左
右
す
る

内
容
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

青
木
俊
造
は
青
木
嵩
山
堂
の
『
販
売
目
録　

明
治
四
十
四
年
版
』
の
広
告
文
を
引
用
し

て
い
る
。

こ
の
書
は
白
河
楽
翁
公
が
多
年
の
日
時
を
費
や
し
、
収
拾
編
纂
せ
ら
れ
た
る
、
我
国

美
術
書
中
の
一
大
叢
書
に
し
て
、
書
中
の
に
図
画
の
多
く
は
画
伯
・
谷
文
晁
先
生
の

縮
摹
せ
ら
れ
し
も
の
な
れ
ば
、
そ
の
雅
趣
掬
す
べ
く
、
全
部
八
八
巻
を
も
っ
て
な

り
。
我
国
美
術
の
神
髄
は
網
羅
し
尽
し
て
、
余
蘊
な
し
。
真
に
好
古
家
、
美
術
家
は

も
ち
ろ
ん
、
い
や
し
く
も
書
画
上
に
関
係
を
有
す
る
も
の
は
、
瞬
時
も
机
上
を
下
す

能
わ
ざ
る
宝
鑑
に
し
て
、
我
国
美
術
界
に
お
け
る
空
前
絶
後
の
一
大
出
版
物
た
る
な

り
。

　

こ
れ
は
再
刊
本
の
販
売
の
広
告
で
あ
る
の
で
、
好
古
家
・
美
術
家
の
待
望
の
予
感
と
、

再
刊
本
の
需
要
の
高
さ
が
当
時
の
『
集
古
十
種
』
再
刊
本
の
需
要
の
高
さ
が
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
著
者
の
青
木
俊
造
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

桑
名
の
旧
臣
、
江
間
と
し
て
は
、
版
木
が
東
京
の
屋
敷
の
蔵
に
あ
る
の
で
、
先
ず
は

東
京
で
木
版
美
術
印
刷
が
可
能
な
出
版
社
を
探
し
た
に
違
い
な
い
。
し
か
も
、
こ
の

膨
大
な
版
木
を
使
い
、
八
十
五
冊
の
一
大
図
録
を
一
度
に
再
版
し
、
三
冊
の
総
目
録

を
新
た
に
刊
行
す
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
で
き
な
い
。
い
わ
ば
一
大
文
化
事

業
の
再
現
で
あ
り
、
全
国
へ
の
通
信
販
売
網
も
あ
る
総
合
出
版
社
が
候
補
と
な
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
幸
い
、
嵩
山
堂
は
、
明
治
二
十
五
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
に
四
十

冊
の
テ
ー
マ
別
の
美
術
画
譜
や
六
十
冊
の
文
芸
美
術
書
を
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
期

待
に
応
え
る
美
術
木
版
画
の
実
績
も
十
分
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
桑
名
と
は
目
と
鼻

の
先
の
四
日
市
に
、
嵩
山
堂
は
売
捌
所
と
し
て
支
店
を
設
け
て
い
た
こ
と
も
大
き
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
四
日
市
支
店
は
こ
れ
ま
で
の
嵩
山
堂
発
行
の
出
版
物
の
奥
付
か

ら
、
明
治
十
七
年
か
ら
明
治
三
十
八
年
ま
で
は
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
江
間
は

こ
の
四
日
市
支
店
を
通
じ
て
、
嵩
山
堂
の
東
京
本
社
と
協
議
し
、
時
に
は
支
店
長
と

共
に
東
京
に
足
を
運
び
、
版
木
の
状
態
や
印
刷
状
況
を
確
認
し
つ
つ
、
総
目
録
の
刊

行
で
東
京
本
社
と
も
打
合
せ
を
行
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
発
行
兼
印
刷
者
で
あ

る
青
木
恒
三
郎
の
住
所
が
、
大
阪
市
で
は
な
く
、
東
京
市
日
本
橋
区
通
り
と
書
か
れ

て
い
る
事
由
も
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
集
古
十
種
』
再
刊
本
の
刊
行
事
業
は
、
出
版
社
嵩
山
堂
が
参
画
す
る
の
が
、
い
か
に

に
か
に
最
適
で
あ
っ
た
の
か
を
強
調
し
て
い
る
。

　

な
お
、
青
木
俊
造
は
、『
販
売
目
録
』
を
分
析
し
て
、『
集
古
十
種
』
再
刊
本
の
価
格
を

次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。「
扁
額
の
部　

十
冊　

九
円
」「
古
畫
肖
像
の
部　

五
冊　

五
円
」「
一
冊
あ
た
り
九
十
銭
か
一
円
」「
木
製
ケ
ー
ス
で
二
箱　

全
冊
買
で
八
十
円
程

度
」
と
す
る
。
大
変
興
味
深
い
分
析
で
あ
る
。
筆
者
は
、
江
戸
期
の
『
集
古
十
種
』
の
価

格
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
後
、
右
の
価
格
に
つ
い
て
も
併
せ
て
考
察
し
た

い
と
考
え
る
。
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む
す
び
に
か
え
て

　

松
平
定
信
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
『
集
古
十
種
稿
』
版
本
を
刊
行
し
た
。

こ
れ
は
文
字
通
り
稿
本
段
階
の
版
行
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
た
後
も
『
集
古
十

種
』
の
編
纂
作
業
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
増
補
改
訂
は
な
さ
れ
て
い
た
。
増
補
改
訂
が
あ

る
程
度
ま
と
ま
り
が
つ
い
た
段
階
で
『
集
古
十
種
』
版
本
の
定
本
と
も
い
う
べ
き
『
集
古

十
種
』
全
八
十
五
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
集
古
十
種
稿
』
の
版
木
は
大
半
が
利
用
さ
れ
、
凡
例
そ
の
他
軽
微
な
増
訂
は
埋
木
・

新
刻
し
て
対
処
し
、
紙
幅
の
増
加
分
や
大
幅
な
改
定
分
は
新
規
に
開
版
さ
れ
た
。
た
と
え

ば
「
印
章
類
」
の
凡
例
の
よ
う
に
、
定
信
が
「
印
章
追
加
」
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
定
本

確
定
時
に
定
信
が
強
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い（
５
）。
定
本
確
定
時
が
い
つ
で
、

ど
の
版
本
で
あ
る
か
は
未
詳
で
あ
る
。
少
な
く
て
も
、『
集
古
十
種
』
の
版
本
の
ス
タ
ー

ト
地
点
は
『
集
古
十
種
稿
』
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
の
推
定
に
よ
る
と
、
そ
の
後
、
幕
末
期
ま
で
に
少
な
く
て
も
五
段
階
の
時
期
に
後

刷
り
本
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
『
集
古
十
種
』
誕
生
後
数
え
年
百
歳
の
年
の
明
治
三
十

二
年
（
一
八
九
九
）
に
、
青
木
嵩
山
堂
か
ら
後
刷
り
本
が
版
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
写
真

製
版
に
よ
る
縮
刷
版
が
各
種
刊
行
さ
れ
た
。

　

な
お
、
本
稿
で
使
用
し
た
『
集
古
十
種
』
青
木
嵩
山
堂
本
は
、
筆
者
の
所
持
本
で
あ
る
。

  　
註

（
１
）
佐
藤
洋
一
「
展
示
資
料
『
集
古
十
種
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（
福
島
県
立
博
物
館

『
集
古
十
種
―
あ
る
く
・
う
つ
す
・
あ
つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査
―
』
所
収
、

（
平
成
十
二
年
三
月
）
九
十
二
頁
か
ら
九
十
九
頁
ま
で
。

（
２
）
佐
藤
洋
一
「『
集
古
十
種
』
版
本
の
刊
行
過
程
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀

要
』（
第
23
号
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）。

（
３
）
佐
藤
洋
一
「『
集
古
十
種
』
国
書
刊
行
会
本
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立
博
物
館
紀
要
』

（
第
31
号
、
平
成
二
十
九
年
三
月
）。

（
４
）
青
木
育
志
・
青
木
俊
造
『
明
治
期
の
総
合
出
版
社　

青
木
嵩
山
堂
』（
一
般
財
団
法

人
ア
ジ
ア
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
総
合
研
究
所
、
平
成
二
十
九
年
九
月
）。

（
５
）
佐
藤
洋
一
「『
集
古
十
種
』
印
章
類
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
研
究
報
告
第
79
集　

日
本
古
代
印
の
基
礎
的
研
究
』
所
収
、
平
成
十
一
年
三
月
）
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写真 １　「総目録一」表紙・「総目録三」奥付

写真 ２　「総目録一」序文
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写真 ３　「総目録一」序文

写真 ４　「総目録一」序文
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写真 ５　「総目録一」序文

写真 ６　「碑銘目録」・「碑銘一」表紙、「碑銘十二」奥付
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『集古十種』青木嵩山堂本について

写真 ７　「鐘銘目録」・「鐘銘一」表紙、「鐘銘八」奥付

写真 ８　「兵器　甲冑一」表紙、「兵器　甲冑十二」奥付
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写真１６　「印章序目」「印章一」表紙、「印章追加二」奥付 写真１５　「文房一」表紙、「文房二」奥付

写真１０　「兵器　弓矢一」表紙、「兵器　弓矢二」奥付 写真 ９　「兵器　旌旗一表紙、「兵器　旌旗五」奥付

写真１２　「兵器　馬具一」表紙、「兵器　馬具三」奥付 写真１１　「兵器　刀劔一」表紙、「兵器　刀劔三」奥付

写真１４　「樂器一」表紙、「樂器六」奥付 写真１３　「銅器一」表紙、「銅器三」奥付
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『集古十種』青木嵩山堂本について

写真２４　「名物古畫」奥付 写真２３　「雪村所摹牧溪玉澗八景」奥付

写真１８　「古畫　肖像一」表紙、「古畫肖像五」奥付 写真１７　「扁額目録」「扁額一」表紙、「扁額九」奥付

写真２０　「法帖　定家卿眞蹟小倉色紙」表紙
写真１９　�「七祖賛　弘法大師眞蹟　上」表紙、「七祖賛　

弘法大師眞蹟下」奥付

写真２２　「雪村所摹牧溪玉澗八景」表紙 写真２１　「法帖　定家卿眞蹟小倉色紙」奥付




